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京阪沿線の京都⼤学宇治川オープンラボラトリーの壁⾯に、 
アートを⽤いた防災パネルを設置 

京都⼤学、京阪電⾞、凸版印刷が協⼒して、⼈々の防災意識を⾼める継続的な試みを開始 
 

 

京都⼤学防災研究所巨⼤災害研究センター（センター⻑︓畑⼭満則教授）、同研究所宇治川オー
プンラボラトリー（ラボ⻑︓川池健司教授）および同研究所巨⼤災害研究センター産学共同研究部⾨
アートイノベーション（凸版印刷）研究領域（代表︓⼟佐尚⼦特定教授）は、京阪電気鉄道株式会
社（⼤阪市中央区、代表取締役社⻑︓平川良浩）、凸版印刷株式会社（東京都⽂京区、代表取
締役社⻑︓麿秀晴）と協⼒し、宇治川オープンラボラトリーの京阪本線に⾯した壁⾯に、アートで津波を
表現した防災パネルと AR 津波動画を設置します。これは⼈々の⽇常における防災意識を⾼めることをめざ
して⾏うものです。そして 3 ⽉ 11 ⽇（東⽇本⼤震災の発⽣⽇）のメモリアルとして,京阪電⾞ AD トレイン
⼀編成７両を 3 ⽉ 6 ⽇（⽉）〜3 ⽉ 12 ⽇（⽇）の１週間の間、運⽤致します。また今後も防災に
関する取り組みを共同で実施していく予定です。 

つきましては、下記の通り記者会⾒を開催しますので、ぜひご参加ください。 
本記者会⾒は事前申し込みをお願いしております。 
※申し込み期限︓2 ⽉ 24 ⽇（⾦）18 時まで 
●参加申し込みフォーム（右の 2 次元バーコードよりお申し込みみください）︓  

    
記 

 
⽇  時︓2023 年 2 ⽉ 27 ⽇（⽉）15 時 30 分〜16 時 30 分 （会⾒開始と同時に解禁） 
場  所︓京都⼤学本部構内 坂記念館 

防災研究所巨⼤災害研究センター産学共同研究部⾨アートイノベーション（凸版印刷） 
研究領域（⼟佐研究室）以下のアクセスマップ 41番 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r_y/ 
ZOOM でのオンライン参加も可能です。 

出席者︓ 京都⼤学防災研究所⻑ 中北 英⼀  
 京都⼤学防災研究所巨⼤災害研究センター センター⻑ 畑⼭ 満則 

      京都⼤学防災研究所特定教授 ⼟佐 尚⼦ 
 
 

 
 

問い合わせ先 

京都大学防災研究所・特定教授 土佐尚子(秘書：西村千鶴) 

Tel.: 075-753-9081, e-mail: tosa.naoko.5c@kyoto-u.ac.jp 

配布先：京都⼤学記者クラブ、⽂部科学記者会、科学記者会 
報道解禁：2023 年 2 ⽉ 27 ⽇（⽉）15 時 30 分（新聞は 28 ⽇朝刊） 



 

プロジェクト概要 
京都⼤学防災研究所では、地震・津波・洪⽔など⽇本をしばしば襲う災害を対象として防災の研究を

進めております。また同時に、⼈々に防災意識を向上してもらうための活動を⾏なっております。防災の⼤切
さをアピールするために災害時の写真や映像などを⾒ていただくことがよく⾏われますが、実際に災害にあった
⼈々のトラウマを引き起こしやすいなどの問題があります。これに対する新しい試みとして、アートを活⽤する
活動を開始しました。アートは⼈々の⼼にアピールする強い⼒を持つため、災害をアート的に表現することに
より、⼈々のトラウマを引き起こすことなく防災意識を⾼めることが期待されます。アーティスト兼防災研究所
特定教授の⼟佐尚⼦⽒が、津波の⾳から制作したアートを⽤いた防災看板を制作しました。また、AR(注)

を⽤いてスマホから看板の AR コードを読み取ると、津波のアート映像がスマホに表⽰される技術を凸版印
刷（株）の協⼒によって開発しました。これらを活⽤して⼈々の防災意識を⾼めたいと考えております。 

京阪電気鉄道㈱は、過去に⾃然災害で⼤きな被害を受けた経験があります。乗客の安全を第⼀に考
える鉄道をビジネスとする会社として、乗客や沿線の⼈々の⽇常の防災意識を⾼めることが極めて重要と考
えております。 

凸版印刷(株)は、アートを⽤いて⼈々の⽣活・社会にイノベーションを起こしたいという⼟佐特定教授の
思いに賛同し、2019 年から京都⼤学と、アートを⼈々の⽇常⽣活に取り⼊れたり、企業の⼈財育成に活
⽤したりするなどの共同研究を⾏ってきました。 
（注︓オーグメンテッドリアリティ︓実際の映像とバーチャルな映像を重ね合わせて新しい効果を⽣む技術） 
 
アートを⽤いた防災看板の制作と設置 
 ⼟佐特定教授が制作し防災看板に⽤いた津波の画像・映像は、⼟佐特定教授の「サウンドオブ⽣け
花」というビデオアートの制作⼿法を活⽤して制作しました。「サウンドオブ⽣け花」は、絵の具などの粘性液
体に⾳の振動を与えて、各種の⾊が融合しつつ⾶び上がる様を 2000 フレーム/秒の⾼速度カメラで撮影し
たビデオアートです。⾃然現象をベースにしたアートであり、コンピュータグラフィクスでは表現できない有機的で
美しい形状が⽣成され、「⽇本美を感じる」など国内外で⾼く評価されてきました。 
 今回は、京都⼤学防災研究所宇治川オープンラボラトリーにある津波シミュレーターを使って⽣成されたシ
ミュレーション津波の⾳を使って、「サウンドオブ⽣け花」の⼿法によって津波を表現したアートビデオを制作し
ました。そのうち代表的な２枚の画像を⽤いて、凸版印刷（株）の協⼒によって縦 5m 横 5m の防災看
板 2枚に仕上げました。また同時にアート映像を⾒てもらうために、AR コードを⽤いた AR看板を制作しまし
た。これは、凸版印刷（株）のAR技術を⽤いたものです。AReaderというアプリをあらかじめスマホにインス
トールしておき、看板のコードに向けてかざすと、スマホ上にアートで津波を表現した動画が表⽰されます。 
 この３種の看板を宇治川オープンラ
ボラトリーの壁⾯に仮設し、現在、防災
看板が京阪電⾞の乗客によく⾒えるか、
また AR コードが⾛⾏する⾞内から読み
取れるかなどの試験を実施しております。
東北⼤震災の発⽣⽇である 3 ⽉ 11
⽇にちなんで、3 ⽉ 11 ⽇を本格的な
運⽤開始⽇として予定しています。また
この本格運⽤に合わせて以下のような試みも実施する予定です。 
・防災看板や防災への取り組みを告知するポスターを京阪電⾞の三条、祇園四条、中書島の駅に掲出。 
・防災看板や防災への取り組みをアピールする中吊りポスターを京阪電⾞ADトレイン⼀編成７両に掲出。 



 

 
今後の防災への取り組み 
 防災研究への取り組みを⼈々に知ってもらい、また⼈々の防災意識を⾼めることは、京都⼤学防災研究
所が存在する限り⼒を⼊れるべき取り組みです。今回の取り組みを契機として、今後京都⼤学防災研究
所は、京阪電気鉄道㈱と協⼒して、⼈々の防災意識を⾼める取り組みに継続的に取り組むことを検討し
ております。具体的には、防災研究所では宇治川オープンラボラトリーにおいて⼀般の⼈々を対象とした⾒
学⽇を複数⽇設けて、災害の恐ろしさや防災への取り組みの重要性、防災意識を常時持つことの重要性
などを⼈々に知ってもらう機会を増やすことなどを計画しております。また京阪電気鉄道㈱では、その試みに
合わせてそれらのイベントをアピールするポスターを主要な駅に設置するなど告知協⼒を⾏うことを計画してお
ります。 
 
 京阪電車の中書島駅と淀駅の間から見える京都大学防災研究所宇治川オープンラボラト

リーの壁面を見ると、右のコードの動画が見えます。→ 

 

アプリを起動、AR マーカーにかざすと右のコードの AR 津波動画が見られます。→ 

 

    

 

↓こちらは、京大生が制作のポスター 

 


